
感 染 症 対 策
事例から学

ぶ

新型コロナで改善されたこと・残っている問題第９回

　2020年は新型コロナウイルスと
ともに始まりました。バタバタも
ありましたが、感染症は有効な対
策をすればだんだんと減っていく
ものです。そして、「ゲームチェン
ジャー（流れを変えるもの）」のワ
クチンや治療薬が開発されれば、
病気そのものの捉え方も闘い方も
変わります。
　最初は治療薬もなく死の病と恐
れられたHIV感染症／エイズは、
30年以上の時間とたくさんの予算
を使ってもまだワクチンは完成し
ていませんが、１日１回１錠の薬
で健康管理ができるようになりま
した。新型コロナでも、ワクチン
や治療薬が開発されることを皆が
期待していますが、それまでの課
題を見渡してみましょう。

●�体調不良のときに自宅で休みや
すくなった
　無理して頑張るのが美談ではな
くなり、皆の安全のために休むべ
きと考える人が増えました。
●手洗いする人が増えた
　これまで熱心ではなかった人も
手洗いを生活に取り入れるように
なりました。習慣化が課題です。
●�必要性の低い会議やイベントが
減った
　なくしたり減らしても困らない
集まりを減らす勇気が持てました。

国人などが地域や在宅で情報が得
られるような支援が必要です。
●偏見・差別の防止
　新しい感染症はメディアがセン
セーショナルに扱うため、“恐怖”
要素が盛られています。メディア
によって作られた不安が、病気に
なった人や家族へのバッシングに
今回もつながってしまいました。
このため、体調が悪くなって医師
が検査をすすめても検査を断る人
が増えました。検査を受けたくて
も受けられない人たちがいたこと、
受けた方がいいのに受けようとし
ない人がいることは、感染症対策
としても大きなリスクになります。
感染症ではこのような問題が起き
やすいことを前提に、初期から皆
で取り組む必要があります。
　他の感染症対策にもつながるこ
れらの学びを今後も語り継いでい
きましょう。

●�オンライン診療の活用
　体調が悪い時に電車やバスに乗
ったり、待合室で多くの人と接触
を持ったりせずに、オンラインで
必要な相談や処方を受ける人が増
えました。
●地域医療を支援する人が増えた
　地域の病院・医療者を守り支え
ることで、自分や地域が守られて
いることの理解が進みました。

�●�情報や医療へのアクセスの差を
なくす
　パソコンやタブレット、スマホ
を持っていない人、インターネッ
トを使っていない人や、日本語が
わからない人たちには、十分な情
報が届いていません。感染拡大は
“皆で”取り組まないと止めるこ
とができませんので、高齢者や外
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感染症対策の
効果を得るために
解決が必要なこと
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〇出典：日本赤十字社「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち切るために～」より
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